第２０回大阪府新公会計制度アドバイザリー会議　議事要旨
日　時：平成２３年５月２７日（金）１４時００分から１６時１０分
場　所：府庁本館１階　会計検査室
出席者：新公会計制度アドバイザー（小幡寛子氏、清水涼子氏）

会計局長ほか、新公会計制度グループ員５名

財産活用課２名、契約局総務委託物品課１名

◎アドバイザーの主な意見
【特別損益項目について】

· 「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」の考え方を原則として適用し、会計上の見積りの変更については特別損益項目としないことで了解。これによる調整額をどこに計上するかが問題となる。

· その計上について、引当金の戻入については、行政費用の各引当金繰入額のマイナス計上が基本であるが、附属明細表における引当金明細表で、当期減少額を目的と目的外（その他）に分けることもあり、実務も勘案し再度検討いただきたい。

· 過年度損益修正については、現金取引と非現金取引とで分けて取扱う意義はないが、相手方勘定が異なり、複式における仕訳の誤り・修正を明確にするために勘定科目を分けて計上しても問題はない。
· 修正再表示について、開始貸借対照表作成後、誤謬が判明した場合、過去に遡って開始貸借対照表を修正することになるが、軽微なものまで修正する必要性はなく、重要性で判断すればよいと考えている。
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